
科目コード 200940

講義 通年
学習教育

目標
加藤 繁

必修 ２単位 Ｂ－１ KATOH Shigeru

学科
学年

科目
分類

Ｅ１ 担当
直流回路[回路]

Direct Currrent Circuits

評価の基準と
方法

関連科目

概要

教科書
器材等

電流・電圧・抵抗・電力・電源と単位
同上
オームの法則

授業計画

抵抗の直列接続
抵抗の並列接続
抵抗の直並列接続
試験

同上
同上
同上
同上
ブリッジ回路
同上
試験
演習

重ねの理
同上

デルタ・スター接続
同上
対称回路
同上

同上

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回

第９回
第１０回
第１１回
第１２回
第１３回
第１４回

試験
ミルマンの定理

キルヒホッフの法則

第１８回
第１９回
第２０回

第１５回
第１６回
第１７回

第８回

第２７回

第２１回
第２２回
第２３回
第２４回

　回路理論で必要とされる法則・定理を直流で取り扱い簡単な数学で解を求める。取り扱う法則・定理
はオームの法則・重ねの理・ミルマン定理・テブナン定理である。

備　　考

同上
試験

第２８回
第２９回
第３０回

オフィスア
ワー

同上
第２６回

最大最小の計算

昼休みは公務の場合を除いて教官室にいるので、学生は質問時間として使って欲しい。

本授業に関する質問は、次のメールアドレスでも受け付ける　skatoh@numazu-ct.ac.jp

科目目標
(到達目標)

　　キルヒホッフの法則を理解し、各種の回路にてこの法則を用いた回路方程式を立て、これを解く。
重ねの理・テブナンの定理等を理解し、応用ができる。

学習を進めるための関連科目は数学。
また，この科目は2 年生以降に電気電子工学科で学ぶ殆どの科目の基礎科目である。

　４回の定期試験の結果を１：１：１：２の重み付けをして最終結果とする。その結果が６０％以上を合格
とする。

・直流回路 大石豊二郎著 オーム社 ・プリント

第２５回
テブナンの定理


